
「KYOTO 地球環境の殿堂」表彰式・国際シンポジウム 

開催等運営業務に係る質問及び回答 

１ 意見の募集期間 令和８年４月 14 日(火)～４月 27 日(月)  

 

２ 意見募集の結果 46 案件  

 

３ 御意見の要旨及びそれに対する事務局の考え方 
番

号 
御   質   問 回        答 

１ 
＜企画提案募集要項 別紙について＞ 

本事業で最も重視する評価ポイントは何で

しょうか。 

「別紙評価基準」の配点が高いものほど、重視

しています。 

２ 
過去開催時の課題点や改善点について、教

えていただきたい。 

当日の来場者数の確保と殿堂入り者の功績等

の発信が課題です。 

３ 
今年度特有のテーマや強調したいメッセー

ジについて、教えていただきたい。 
未来探究プロジェクトの活動発表です。 

４ 

＜仕様書２業務目的について＞ 

環境や京都文化の要素については、国際シ

ンポジウム当日にどのように落とし込んで

いるのか。 

自然環境と京都文化の関係について、フィー

ルドワークを通じて探究してきた若者による

活動発表や、殿堂入り者とのパネルディスカ

ッションを通じて、環境と文化のつながりを

世界に発信します。 

５ 
＜仕様書４業務内容（１）カ（ア）について＞ 

国内向けか、国際発信重視のどちらか。 

国内向け・国際発信のいずれかに限定するの

ではなく、国内外を問わず広く共有されるこ

とを目指しています。 

６ 

 
＜仕様書４業務内容（１）について＞ 

表彰式・国際シンポジウムにおける想定来

場者の内訳について、教えていただきたい。 

令和７年度同イベントの来場者を対象に実施

したアンケート結果を参考として添付します

（最後尾） 

７ 
＜仕様書４業務内容（１）について＞ 

表彰式における招待者と一般募集の比率に

ついて、教えていただきたい。 

令和７年度の実績から、招待者は４％、一般来

場者は 96％です。 

８ 
過去の参加者属性データ（年代・職業など）

について、教えていただきたい。 

令和７年度同イベントの来場者を対象に実施

したアンケート結果を参考として添付します

（最後尾） 

９ 
本事業全体に対する高校生の参加位置づけ

（主役／一部出演）について、教えていただ

きたい。 

未来探究プロジェクトでは、参加対象を高校

生としていることから主役となりますが、国

際シンポジウムにおいては、プログラムの一

環として登壇いただくため、一部出演となり

ます。 

10 
当日の登壇者及び来場者における英語話者

の割合想定について、教えていただきたい。 
殿堂入り者１名です。 

11 

＜仕様書４業務内容（１）について＞ 

表彰式・国際シンポジウムにおける VIP・来

賓の人数とレベル感について、教えていた

だきたい。 

昨年の実績から、40 名程度を想定しておりま

す。主な VIP・来賓は、国会議員（京都府選出）、

府議会議員、市町村長、環境審議会委員等で

す。 

12 

＜仕様書４業務内容（１）アについて＞ 

殿堂入り者への謝金と宿泊費については、

１名(海外在住者)か２名のどちらを想定し

ているのか。 

１名(海外在住者)です。 

13 
＜仕様書４業務内容（１）イについて＞ 

オープニングアトラクションの制約（音量・

時間・演出）はあるか。 

時間は 10～15 分程度を想定しています。 



14 
表彰式のフォーマット（厳格／柔軟）につい

て、教えていただきたい。 

指定はございません。 

参考に、令和６年度に開催しました表彰式の

当日の動画をご確認ください。 

動画はこちら（You Tube） 

https://www.youtube.com/watch?v=--1GNj5j260 

15 
＜企画提案書作成要領２（２）イについて＞ 

国際シンポジウムの自由度（構成変更可能

か）について、教えていただきたい。 

主催者挨拶、殿堂入り者記念講演、未来探究プ

ロジェクトにおける活動発表、パネルディス

カッションの実施は決定していますが、構成

については柔軟にご提案ください。 

16 
＜仕様書４業務内容（２）オについて＞ 

高校生発表の尺・内容制約について、教えて

いただきたい。 

全体として、17 時までには完了できるよう構

成を提案してください。内容の制約はござい

ません。 

17 
＜仕様書４業務内容（１）アについて＞ 

同時通訳ブースの有無や形式について、教

えていただきたい。 

逐次通訳を想定しており、同時通訳は必須で

はありません。受託者の判断で同時通訳ブー

ス等設置いただくことは可能です。 

18 

＜企画提案書作成要領２（２）について＞ 

表彰式・国際シンポジウムにおける映像演

出（LED・プロジェクション）の可否につい

て、教えていただきたい。 

可能です。 

19 
＜仕様書４業務内容（１）について＞ 

表彰式の際に、殿堂入り者に授与する認定

書等の授与品は主催者側で用意するのか。 

その通りです。 

20 

＜仕様書４業務内容（１）について＞ 

表彰式・国際シンポジウムにおける式辞・主

催者挨拶の登壇者（人数・役職）について、

教えていただきたい。また、来賓祝辞は実施

予定か。 

式辞については、表彰式において「KYOTO 地球

環境の殿堂」運営協議会会長より行う予定で

す。 

主催者挨拶については、表彰式においては、京

都府知事、京都市長、環境省地球環境局長よ

り、国際シンポジウムにおいては、京都大学総

長より行う予定です。 

来賓祝辞の予定は、現時点ではございません。 

21 

＜仕様書４業務内容（１）ウ（イ）について＞ 

プログラム冊子に掲載する内容（殿堂入り

者略歴、写真等）の素材は主催者から提供さ

れるのか。 

その通りです。 

22 

＜仕様書４業務内容（１）イ（イ）について＞ 

既存の「KYOTO 地球環境の殿堂」における公

式ウェブサイト・SNSアカウントは存在する

のか。今回の広報は該当アカウントを活用

する予定か。 

公式ウェブサイト・SNSアカウント（フェイス

ブック）は存在しており、活用いただくことも

可能です。 

公式ウェブサイト 

https://www.pref.kyoto.jp/earth-kyoto/ 

公式 SNS（フェイスブック） 

https://www.facebook.com/earthkyoto/ 

23 

＜仕様書４業務内容（１）イ（ウ）について＞ 

チラシ・ポスターの配布先リストは、主催者

から提供されるのか。 

その通りです。 

24 

＜仕様書４業務内容（１）イについて＞ 

集客にあたっては、過去の参加者・関係者へ

の連絡は、主催者において行うのか。 

その通りです。 

25 

＜仕様書４業務内容（１）について＞ 

表彰式・国際シンポジウムにおける招待客

（VIP席）の人数・座席区分の目安について、

教えていただきたい。 

また、一般公募 650 名における内訳は、どの

ような想定か。 

例年、40名程度の VIP・招待者にご来場いただ

いており、前方の座席を専用席として設定し

ております。 

一般公募における内訳については、令和７年

度同イベントの来場者を対象に実施したアン

ケート結果を参考として添付します（最後尾） 

https://www.youtube.com/watch?v=--1GNj5j260
https://www.pref.kyoto.jp/earth-kyoto/
https://www.facebook.com/earthkyoto/


26 
＜仕様書４業務内容（２）について＞ 

未来探究プロジェクトに参加する高校生の

選定方法について、教えていただきたい。 

委託者が一般公募を行い、抽選で決定します。 

27 

＜仕様書４業務内容（２）について＞ 

未来探究プロジェクトで使用する会場の手

配および施設使用料は、受託者の見積に含

める必要があるか。 

必要ありません。 

28 

＜仕様書４業務内容（２）について＞ 

未来探究プロジェクトに関する業務の中

で、フィールドワーク 1回目、2回目時に利

用する移動専用車について、マイクロバス 2

台指定の意図について、教えていただきた

い。また、京都駅発着時間について、ご教示

いただきたい。 

フィールドワークで道路幅の狭いルートを通

る可能性が高いため、小型のマイクロバスを

手配いただくものです。 

なお、発着時間については、現時点の予定とし

て、出発は９時頃、到着は 18 時頃を想定して

います。 

29 
＜仕様書４業務内容（２）について＞ 

未来探究プロジェクト参加者の確定時期に

ついて、教えていただきたい。 

申込期限を５月８日（金）までとして公募して

います。 

30 
＜仕様書４業務内容（２）について＞ 

未来探究プロジェクトにおける大学生メン

ターの属性について、教えていただきたい。 

府内の大学や大学院に通う学生です。 

31 

＜仕様書４業務内容（２）について＞ 

未来探究プロジェクトにおけるコーディネ

ーターの役割詳細について、教えていただ

きたい。 

探究事業全体のコーディネートを行っていた

だき、講義や当日の進行等、実施いただきま

す。 

32 

＜仕様書４業務内容（２）について＞ 

未来探究プロジェクトのフィールドワーク

における安全管理責任は誰か。 

京都環境文化学術フォーラム事務局長です。 

33 

以下の記録・発信に関する確認について、教

えていただきたい。 

①映像の納品仕様はあるか。 

②当日撮影した写真を、発信で使用するに

あたり、使用制限はあるか。 

③アーカイブ配信の有無は。 

④YouTube等の配信可否は。 

⑤海外向け字幕の必要性はあるか。 

⑥著作権は主催者帰属か。 

①ございません。 

②来場者個人を特定できる写真の使用はご遠

慮ください。また、著名人など登壇者との調

整により、今後、使用に関する制限が生じる

可能性がございます。 

③公式 HPや公式 Youtube に掲載予定です。 

④可能です。 

⑤ございます。 

⑥仕様書６留意事項を参照ください。 

34 

＜企画提案書作成要領における提出書類一

覧について＞ 

共同企業体(２社)での企画提案書の提出を

予定しておりますが、提出書類一式の中の

１・３・５については代表会社分として一式

用意で問題ないか。 

共同企業体での応募は、認めておりません。 

但し、申請いただき承認を受けた場合は、一部

の業務を再委託していただくことは可能で

す。 

35 

＜仕様書４業務内容（１）アについて＞ 

通訳者の手配について、殿堂入り者（海外在

住者）に向けての日英通訳は必要か。 

その場合は、ウィスパリングでの対応でよ

いか。 

殿堂入り者への日英通訳は必要です。 

その場合、ウィスパリングで問題ございませ

ん。 

36 

＜仕様書４業務内容（１）アについて＞ 

殿堂入り者（国内）の対応業務および旅費・

謝金支払いは委託業務外との認識でよい

か。 

番号 12 のとおりです。 

37 

＜仕様書４業務内容（２）オについて＞ 

国際シンポジウム・パネルディスカッショ

ンに登壇するコーディネーター1名の選定・

その通りです。 



対応（旅費・謝金支払い含む）業務は委託外

との認識でよいか。 

38 

＜仕様書４業務内容（１）アについて＞ 

殿堂入り者との調整業務はどの程度必要

か。英語等でのメール等のやりとりは発生

するのか。 

委託者より、殿堂入り者（海外在住者）とのコ

ンタクトに必要な情報を提供いたしますの

で、殿堂入り者ご本人とメール等での調整（英

語）をお願いいたします。 

39 

＜仕様書４業務内容（２）について＞ 

未来探究プロジェクトの実施に伴う準備と

して具体的に想定されている業務は何か。

また、見積書への計上はどの程度必要か。 

最大 20人が移動可能なマイクロバス２台の手

配です。その経費についても見積書に計上し

てください。 

40 

＜仕様書４業務内容（２）について＞ 

未来探究プロジェクトのコーディネータ

ー、大学生メンター、参加高校生の情報は委

託者より共有いただけるのか。また、募集業

務は含まれない認識で良いか。 

その通りです。 

41 

＜仕様書４業務内容（２）アについて＞  

未来探究プロジェクトのオリエンテーショ

ンについて、実施に伴う準備で必要なもの

はあるか。 

特段ございません。 

42 

＜仕様書４業務内容（２）イ、ウについて＞ 

未来探究プロジェクトの参加高校生、大学

生メンターは、京都府内在住の方なのか。 

また、京都駅集合予定時間、解散予定時間は

何時ごろか。 

探究事業への参加条件は、「府内在住もしくは

在学の高校生であり、すべてのスケジュール

に参加可能であること」としています。 

集合予定時間、解散予定時間は、番号 28のと

おりです。 

43 

＜仕様書４業務内容（１）アについて＞ 

殿堂入り者（海外在住者）との調整は、ご本

人と直接の調整となるのか。 

また、対応時の言語は英語なのか。 

番号 38のとおりです。 

44 

＜仕様書４業務内容（１）イ（ウ）について＞ 

チラシやポスターの配架は受託者側で実施

するのか。それとも受託者は、配布物を納品

するだけなのか。 

配布先のリストを共有しますので、配架は、受

託者にてお願いいたします。 

45 

＜仕様書４業務内容（１）イ（イ）について＞ 

「KYOTO地球環境の殿堂」における公式 SNS

アカウントは委託者が保有しているのか。

また、アカウントの運用は委託者と、受託者

のどちらになるのか。 

SNS アカウントについて、その通りです。 

アカウントの運用は、委託者が行います。 

46 

＜仕様書４業務内容（２）について＞ 

未来探究プロジェクトの旅費の支払につい

て、当日現金で参加された方に支払うまた

は学校単位でまとめて支払う方法でもよい

か。 

各参加者に、精算払でお願いいたします。 

なお、手数料軽減のため、全てのプログラムが

終了した後に、各参加者にまとめてお支払い

ください。 
 
 



（参考）令和 7 年度アンケート結果 抜粋 

 



 


